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令和 ３ 年 度    事 業 報 告 書                         

    法人の名称 特定非営利活動法人 ふらっとステーション・ドリーム 

       

 １ 事業活動成果   

   2022年度も新型コロナウイルス、オミクロン株の対応に追われました。通常通り店

を開けてランチ・喫茶を提供し、総合事業のプログラムを実施できたのは7カ月だけで

したが、7,982名の方が利用くださいました。ランチができないときは総菜販売で顔を

合わせて言葉や笑顔を交わすことができ、住民の皆さんにも喜んでいただきました。 

   新たな試みとしては、人のつながる機会が減ることへの危惧から「スマホ教室」を

開催できたことは、地域の要望でもあり、熱心な講師の方のお陰です。 

   また一つ、これまでずっと課題でありながら、なかなか取り組めなかった「マイシ

ョップ」の活性化について、外から「ハマボノ」の力を借りて一歩改善に向かいまし

た。熱心なボランティアの提案を受け、最後にその成果を見せられるはずだった「に

ぎわい広場」がコロナのために延期になりましたが、棚の整理、棚代の見直し、出店

者とスタッフの交流なども実施できました。新たなスタートにご期待ください。 

 運営面では厳しい状況でしたが、スタッフの大変な努力で惣菜販売の評判が良かっ

たこと、横浜市の総合事業サービスB への家賃補助が倍増されたことが大きく貢献し、

赤字を出さずに済んだことをご報告し感謝いたします。 

 

２ 事業内容               

特定非営利活動に係る事業  

①  地域づくりの企画・運営及び地域住民の交流に関する事業    

ア  サロン事業            

・内   容   年齢・障がいの有無を問わず飲食を共にし、語らい、笑顔を交わ

す交流の場、賑わい広場をオープン          

・日    時  通年  １０時～１７時  

新型コロナ感染予防のため下記で運営 

（2021年8/16日～9/12日まで全日休業、2021年9/13日～9/30日、2022年1/25日～

3/21まで惣菜販売、 

・場   所   ふらっとステーション・ドリーム  

・従事者人員  ２９人  

・受益対象者  ドリームハイツと近隣、地域外の個人・団体、年間7,982人  

・支 出 額  4,045,575 円 

 

イ  マイショップ事業                            

・内   容   地域の人達が創作した小物・アクセサリー等の展示・販売          

・日   時  通年    １０時～１７時  

・場   所    ふらっとステーション・ドリーム  

・従事者人員   ２７人（アの従事者兼務） 

・受益対象者   不特定多数（アと重なる部分が一部あり） 

・支 出 額  ０円 （人件費、上記サロン事業に含まれる） 

   ★ハマボノとの協働事業：2021年10月キックオフミーティングから始まり、スタッ

フ・出店者・利用者へヒアリング、理事も関わり、棚の整理・棚代見直しを実施 

 

ウ  文化交流事業                          

・内   容   ギャラリー（絵画、刺繍等展示）コンサートはコロナ予防で中止 

・日    時  ギャラリーは通年（但し2021年7月、2022年2月は休み） 
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・場   所    ふらっとステーション・ドリーム 

・従事者人員  ２人 

・受益対象者   不特定多数延べ約200人 

・支 出 額  0 円 

 

エ 地域運営支援事業              

・内   容  精神保健の人達の居場所を創り、学習会を開催する事業（ぽぽら） 

       （ぽぽらとは、イタリア語で「みんなが集まる広場」の意味） 

・日   時  月１回 第1土曜日（1月は第2土曜）  

・場   所  ふらっとステーション・ドリーム内外 

・従事者人員  ７人 

・受益対象者  ドリームハイツ及びその近隣120人         

・支 出 額  157,775円    

★ふらっとのランチ提供の休みや集まる場所がないなど、場所に苦労した1年でした。

集会所や公園のベンチを使って活動をつづけました。 

 

②  地域住民の学びに関する事業             

ア  カレッジ事業 不実施                        

  

③  情報・相談に関する事業    

ア  情報収集・発信事業                

・内   容  ふらっと事業のＨＰ更新、ふらっと通信10、11、12、13号発行 

・日   時  ふらっと通信発行時に随時開催 

 ・場    所  ふらっとステーション・ドリーム  

・従事者人員  １人 （外部ボランティア２人）  

・受益対象者  ふらっと従事者・事業参加者、地域住民、ネット利用者、 

        延べ約3,000人 

・支 出 額   0 円 （通信費等管理費に含む） 

 ★中身の充実を図るスタッフの補充が必要 

 

  イ 相談事業 （総合事業）           

・内   容  介護保険制度改正に伴う「介護予防・生活支援サービス補助事業」

の「横浜市通所型支援事業」を実施。要支援者等へランチと交流

を中心に多彩な「ふらっと健康づくり４プログラム」を提供し、

広く地域住民の参加を得て介護予防に役立っている。  

        超高齢の地域で、医療と介護の課題解決のため「在宅看護センタ

ーことぶき」から2人の看護師派遣を受け「まちの保健室」を開催

し、住民への相談事業を実施した。 

・日   時   総合事業 通年10時～17時、保健室 原則（火）10時半～15時  

・場   所   ふらっとステーション・ドリーム 

・従事者人員  ５人  

・受益対象者  総合参加者709人・講師44人、保健室利用者110人  

・支 出 額  667,281円 

 

④  地域人材発掘・養成に関する事業 

   地域人材・養成に関する事業   日常的に、人材発掘に努めている。  

 

⑤ その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

    ふらっと建物老朽化に伴い約４年前に発足した地域の「拠点検討委員会」に出席、

新拠点地絞込み等に参画。 


